
1960年12月末北陸地方大雪のシノプティク研究

　8．　結　　　論

　1960年12月29日の異常な大雪の際の天気図を解析「した

結果，

　（1）上層の切離高気圧による強いブロッキング状態が

　　　存在したこと，

　（2）このブロッキング状態に伴なつて北陸地方上空へ

　　　大規模な寒気の移流が起ったこと，

　（3）寒気移流によって発生した不安定層の転倒のため

　　　の引き金作用の役を演ずる小擾乱が存在したこ

　　　と，

の3点が明らかになった．

　更に，他の大雪の例も検討の結果，大雪には一般的に

この3条件が必要であることが分った．

　小擾舌1の引き金作用の機構がいかなるものであるかこ

こでは全く触れていないが，これは今後の問題点の1つ

であつて，それについては宮沢其の他5）の広範な研究は

非常に有用と思われるが，今回は資料の都合でこの方向

への調査は進め得なかった．

　初めの大雪の例に戻って，オホ」ツク海のオクルード

した低気圧の周囲を廻つた小擾乱についてであるが，本

稿では気象庁発行の印刷天気図（等圧線は4mb毎）上

で明瞭に追跡し得たもののみを取り上げたが，その他

に，追跡し得ないが存在したものがもう1つある．もし
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r・これも前記小低気圧と同様に大低気圧周辺を流されたも

のとすればら、あるいは北陸各地の降雪の山の時間的ずれ

の鱈明に役立つかも知れないが，このためには，時間々

隔の短い又地域的にも狭いメソ気象学的な観測網とその

解析を必要とする．これは第1の問題点の瑠明のために

も役立っであろう．

　本調査は富山地方気象台長福田喜代志氏の談話にヒン

トを得てなされたものであり，同氏には本稿のご閲読を

願った．ここに記して厚く謝意を表する．又，気象庁予

報部須田建氏の論文1）は全般に非常に参考になった・併

せて謝意を表したい．
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気象の英語（45）

　46．true，co皿ect，valid，accurateなど

　A．C．Dによると，rea1，actua1，およびtrueはともに

事実＝factsを忠実に表わしていることを意味するので

あるが，realは特にfacts　rooted　in　natureの場合に

actualは現在の事実に関するもので，過去または将来

において事情が変れば変り得るようなものに使われる．

たとえば，Sunshineand　rama，re　reaL　The　actual

facts　of　natural　seience　are　di鉦erent　today　since

new　elements　have　been　created．trueはrea1また

はactua1なときに使う．a　tme　storyは、事実の物

語＝実話”を意味する．tmeの反対はfalseである．

　事実を抽象化一般化して得られる真理はtruthという

が，truthfulのこともtme（正しい）という．これに

似た語にはcorrect，sound，just，right，validなどがあ

る．co皿ectはerrorsやmistakes（誤まり）のないこ

とを，soundはdefect（欠点）のないことを，justは
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bias（偏見）のないことを，rightは真直ぐで間違ってい

ないことを（反対はwrong），意味する．vali“はラテ

ン語のvalidus＝strongから来たもので，基礎がしっ

かりしていて正しいことを意味する．

　また、正確な”に相当する語には，correct，exact，

accurate，Preciseなどがある．co皿ectは上述のように

errorsや，mistakes（誤まり）がなくて正確なので，

accurateは正確にしようとする努力の結果，得られる

ような正確さを暗示する．またpreciSeは駅わしい”

ことをもあらわし，exactは寒完全に”正確であること

を暗示する．

　黙適当だ”という意味で嵐良い”ということがある．

たとえば，この観測所の位置は代表性があって良い，と

いうような揚合には，もちろん，、正しい”というわけ

でなく適当だというのであるから，suitable，appro－

priate，翫などの言葉が用いられる．

（有住直介）
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